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I. 当年度の活動 

小田原橘商工会が主催する「出張商店街」について、現状分析を行い、次年度の施策につい

て検討した。 

 

1. 現状分析の結果要約 

利用客は、出張商店街へ ⱪ ᵀᴜ  ₡ Ẁӓ 。そのため、

出張商店街でしか買えない商品、店主との会話などї█ᵀↄ Ҙ 必要

がある。 

出店者側は、健康面・要員不足の理由により、現在未出店となっている商工会員からの出店

は難しい状況である。そのため、 ᵀ›̝ᴣ ᷂ḢẆ їↄ ▌ӓしていく必要がある。 

 

2. 次年度の施策要約 

 出張商店街の売上増大を図るため、現状分析の結果をふまえ、次の３施策を検討した。 

1. 固有の品揃え強化に向けた近隣の商工会に対する誘致活動    

2. 開催頻度の向上 

3. 他事例の分析強化とフィードバック 
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II. 現状分析 

小田原橘商工会が主催する地域の買い物弱者支援を目的とした「出張商店街」について、今

後の売上拡大の取り組みを検討するため、出張商店街のこれまでの活動をふまえつつ、現状分

析を行った。 

 

1. 出張商店街の活動概要 

 

●出張商店街の目的 

出張商店街は、 ᷂Ḣ ▀ ᾍ 、および、 ̝ᴣ̔ ᵀ Ẏを目的に活

動を開始した。主要なターゲットは高齢者である。 

その後、運営の過程を経て地域における位置づけは、 ₡ Ẁӓ ♬

ׄʣ ◓ ͑ ḹへと再定義された。 

 

●これまでの経過 

H24 年３月 11 日開始。 H24 年度の試験運用を経て、H25 年度より本格始動し、H29 年度

時点で６年目となり、現在も継続中。H29 年 12 月時点では 81 回の開催となっている。 

 

●開催頻度と時間帯 

毎月１回、 第２日曜日 午前（08:50～12:00 頃）に開催している。 

出店場所（後述８箇所）ごとに、15 分～30 分程度の時間枠で出店している。 

 

●出店場所 

小田原市橘北地域を中心エリアとして、下記場所を巡回している。 

1) 前川 513  

2) 沼代 野口園置場 

3) 湘南橘台団地 小竹第５公園下 

4) 橘団地一般 小竹６８１付近 

5) 橘団地一般 小竹南公園 

6) 橘団地共同 小竹８１５付近 

7) 若葉台団地小竹第６公園内 

8) さつきが丘団地小竹向山第一公園内 
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●集客方法  

H24 年から年次ごとに集客のために、試食／ブログ告知／チラシ配布／次回の開催予告(立て看板)／拡声器による巡回アナウンスといった取

り組みを実施している。これまでに下図のような取り組みが行われている。具体的取り組みの内容は、「4-4．当日の状況」にて記載する。 
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2. 現状分析の結果 

H24 年度から H28 年度までの事業活動報告書、および、H29 年度 12 月までの売上実績に

もとづき、出張商店街の状況について、次のとおりまとめた。 

 

●年度ごとの売上高推移 

年度ごとの売上高は H25 年度が落ち込んだものの、H26～H27 年度に出店回数を月２回に

増やしたことで増加し、H28 ₴↓ їↄᶥ ᶥ Ṹʣ ᾜとなった。出店回

数を戻した背景は、各店舗は主に休業日を利用して出張商店街に参加しており、店舗側にとっ

て月２回の出店ペースが大きな負担となっていたためである。 

なお、H29 年度の売上高は、H29 年 4 月～12 月の実績値であるため、残りの３ヶ月の実績

によって前年を上回る見通しである。 

 

  ※H29 年度は、H29 年 4 月～12 月分のみ 

 

一方、開催日ごとの平均売上高は、H27 年度まで年々減少の傾向が続いていた。こうした状

況に対し、 H28₴↓ σḹ қ H29₴↓ їↄ ֓ （詳細は

後述）、によって売上高が増加している。開始場所は、H28 年７月から「岩堀鮮魚店駐車場」

に出店したが売上が伸びず、H29 年１月以降 Ѽ 513 ў Ṹʣ ṔẎҧが

得られていた。両出店場所とも橘北地域でなく南側の国道沿いの立地である。 

 
※H29 年度は、H29 年 4 月～12 月分のみ 
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売上の季節変動を確認したところ、開催月による売上の増減傾向は見受けられなかった。 

 

 ※H29 年度は、H29 年 4 月～12 月分のみ 

 

●来場者数および客単価 

年度ごとの来場者数と客単価 

 H26  H27  H28  H29  

( )/  71 52 52 62 

( )/  1,762 1,667 1,884 2,156 

※H24 年／H25 年度は来場者データなし。 

※H29 年度は、H294 月～12 月分のみ 

 

●出店企業数 

H29 年時点で ↄ ὑ їↄしている。 

H24 年当時は平均７店舗の出店があったが、H28 年度は平均５社へ減少した。H28 年後半

より２店舗の撤退・廃業が生じる一方、１社（松道丸）が新規参画となったが不定期出店であ

るため、実質４店状態であった。H29 年９月より１社（俺の庵）が参画し、Ћ ̱Ѱとな

った。具体的な出店企業名、および取扱商品は次の表のとおりである。グレー網掛けの出店企

業は現在撤退、または廃業した店舗である。 

 

No.    

1    

2    

3 DESTURE   

4   ( ) 

5    

6   (H29.9 ) 

7   :H28 

8 ( )    

9    

10    
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11   :H28 

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18 waranobag &   

 

 

●出張商店街の事業活動報告書から読みとれたこと 

・来場客の状況や声 

・出店場所ごとに固定客（リピーター）を獲得している。 

・肯定的口コミによる来場者がある。 

・購入客へプレゼントするポット花が好評でとても喜ばれている。 

・しまむらストアで買い物（すべてが揃う）をしているという住民の意見が多い。 

・スーパー等では購入できない個店ならではの品揃えが喜ばれている。 

・すぐに食べられる食品（昼食用、惣菜や半製品）の売れ行きが良い。 

・来場者は自分の目で見て「選ぶ買い物の楽しさ」を求めている。 

・出品した商品へのセールストーク（商品説明）を必要としている。 

・当日のおすすめ品の POP を必要としている。 

・値段の明示がないことへ不安の声がある。 

・地域のイベントと日時が重なると来場者が減る。 

  

・出店企業にとってのメリット  

・自店の認知度が高まる。 

・出張商店街における自店をあてにしてくれる顧客が存在する。 

・継続的な出店を通じ来場者による口コミで新規顧客を得ている。 

・地域内の他のイベントにも「出張商店街」として参加し、新たな販売機会を得られる。 

・来場者との販売時の交流は、宅配注文や来店へつながり売上機会の増大につながる。 

・商店会員内での交流の機会となり、商店間の交流が図られる（それによる新商品開発）。 

 

 

●昨年までの状況のまとめ 

出張商店街への出店によって、出店企業は新規顧客や新たな販売機会（別イベントへの出店・

企業間交流による商品開発）を得られている。また、出店場所ごとに固定客が獲得できている

状況にある。 ḹ ї█ᵀↄ ʝ ᵀᴜ Ήↄ

ᵀᴜ ᵀᴜに対するニーズを持っている。 

また、新たな出店場所の開拓により出店企業の売上が伸びており、出張商店街として新たな

売上増大の余地がある。 

一方、їↄ ᴜ Ṹʣ ᾜが生じている。 
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3. 出張商店街における課題の仮説 

現状の分析より、次のような問題点が生じていることが把握できた。 

 

・ これまで出店した実績のある企業は 18 社である。その一部は継続的に出店しているもの

の、 （うち１社は廃業）によって、現在の出店者は６社（うち１

店舗は不定期出店）に減少している。 

・ їↄ ᾜ ᴜ ₦ 。 

・ 品揃えの幅が狭まったことがї█ᵀↄ Ҙ ̭ʤさせている（来場者の減少） 

 

出店企業の減少は品揃えの幅の縮小につながり、出張商店街の魅力を低下させ、 ḹ

ᾜ Ṹʣ ᾜへつながっている。また、徐々に出店企業の撤退が進んでおり、会員企業に

対して出張商店街への出店に対する意欲を高められていない状況にあると考えられる。 

出張商店街の取り組みに対し、地域住民にとっての魅力だけでなく、̝ ᴣ̔ ֓қ

֝ ⱳと考えられる。 
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4. 実地調査 

当年度の出張商店街の実地調査は、以下のとおりである。 

 

4- 1．実施日程 

平成 29年 9 月 10 日（日）  天気：快晴 

 

4- 2．タイムスケジュールおよび実施場所 

出張商店街の全ての出店場所（岩堀商店～さつぎが丘団地小竹向山第一公園）に同行

した。当日のタイムスケジュールとその比率は次のとおりであった。 

    

07:35     

07:40- 08:10  6  9% 

08:20- 09:40 513  10  15% 

08:50- 09:05  8  12% 

09:10- 09:40  17  25% 

09:45- 10:15  9  13% 

10:20- 10:50  11  16% 

10:55- 11:25  4  6% 

11:25- 11:40  2  3% 

  67  100% 

 

 

4- 3．出店者 

 出店者は下記の５店舗であった。なお、「俺の庵」は初出店である。 

No.   

1   

2 DESTURE  

3   

4   

5   
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4- 4．当日の状況 

橘商工会が所有する車両（拡声器を搭載した宣伝車（図１．上段））へポット花を載せ、橘商

工会事業所を出発した。 

出店場所近くになると拡声器を用いて宣伝を行って近隣住民へ告知を実施した。また、巡回

中に出店場所近隣の支柱やゴミ捨て場に次回の告知看板を設置した（今回の実施調査は９月 10

日であるため次回 10 月 8 日の看板を設置（図１．下段）。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１．宣伝車両および告知看板 
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各出店者は自社の営業車両を出店場所に駐車し、車両の後部や専用の陳列台で商品を陳列し、

販売を実施していた。 

来場客の年齢層は、高齢者が目立つものの、30-40 代の子育で世代や親子連れなども来場し、

購入していた。ほとんどが馴染みの客で店主との会話等を楽しみながら買い物を行っていた。 

 

当日の実績として、購買客数は 64 名であった（同行した当方にて客数をカウントした）。購

買客に対してポット花をプレゼントしているが、４名は受取を辞退し、ポット花をプレゼント

した実績は 60 個であった。同日、橘地区の大規模なお祭りの日でもあったため、来場客は通

常よりも少なかった。出店者の個別の状況としては、小森商店は、やきとりが 300 本以上売れ

るという実績であった。開催各所で品切れになるものの、店舗で店主婦人がやきとりを焼いて

随時開催場所へ届け補充していた。初出店の俺の庵は、試食や燻製醤油プレゼントなど、顧客

への関係性づくりを積極的に行っていた。 

 なお、現状分析の一環で来場者向けのアンケートを並行で実施したため、詳細は後述する。 

 

  

図２．販売および陳列の様子 
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5. 来場客向けアンケート調査結果 

 

・アンケート調査について 

実地調査と並行して、来場者が出張商店街に期待していること、どのような改善要望を持

っているのかなどを明らかにし、売上高の向上（集客力・顧客単価の向上）につながる情報

を収集するために、以下のアンケート調査を実施した。 

 

・調査概要 

・調査日  ：平成 29 年 9 月 10 日（日） 

・調査場所 ：全ての出店場所（岩堀商店～さつぎが丘団地小竹向山第一公園） 

・調査方法 ：配布、質問法 

・対象者 ：出張商店街の来場者（来場者：67 名、回収：57 名、回収率 85％） 

・調査項目概要 

利用頻度、目的の店舗・満足度、出店場所、出店して欲しい店舗や業態、品揃えをして

欲しいカテゴリー、販売方法・サービスについての要望・不満 等 

 

・調査結果要約 

出張商店街の全ての出店場所で調査を行った。 

利用客は固定客化しており、リピート利用が多くみられた。 

現状の出店に対しては、概ね満足をしているが、 ᾍ がみ

られ、特に地元の岩堀商店の再出店を求める声が多かった。 

出店頻度の向上のニーズとして月 2 回程度の要望が確認された。また、 ֘

ѩ ḹ ことから、出張商店街に対しては、 ⱪ ᵀᴜ

₡ Ẁӓを求めている旨がみられた。 

 

・今後の課題 

利用者から要望の強かった魚や惣菜、肉（牛・豚）などの品揃えの充実は必須であるが、

利用者は「特徴ある商品を買う楽しさ」「日常の変化」を求めているため、出張商店街でし

か買えない商品、店主との会話などї█ᵀↄ Ҙ ⱳがある。 

高齢化問題は避けられないため、宅配サービスなどの利便性の高いサービスを今後も継

続・強化していく必要がある。 

また、利用者のニーズに即した出店・サービスが提供できるよう、їↄζ ▌ӓ

していく必要がある。 

 

 

なお、詳細については、後述の来場者向けアンケート調査結果を参照いただきたい。 
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6. 企業向けアンケート調査結果   

 

・アンケート調査について 

前項の「来場者向けのアンケート」で、課題は、魚・惣菜等の品揃えの充実に加え、出張

商店街ならではの魅力向上（出張商店街でしか買えない商品・店主との会話等）であること

が把握できた。 

本調査では、企業側が出張商店街に期待していること、どのような支援があれば出店でき

るかなどの企業側のニーズを明らかにし、出店増につながる情報を収集するために、アンケ

ート調査を実施した。 

 

・調査概要 

・調査期間：平成 29 年 11 月 1 日～平成 29 年 11 月 30 日 

・調査方法：配布・回収法 ※橘商工会様にて実施 

・対象者 ：橘商工会会員企業及び出張商店街の出店企業（回収：10 社） 

・調査項目概要 

出店有無、参画理由、出店をやめた理由、参加しない理由、商工会からの必要な支援、改

善・要望点 等 

 

・調査結果要約 

「現在出店中」「過去に出店していた」「未出店」の各企業から回答を得られた。 

出店している理由は、「地域への貢献」「新規顧客の開拓」「売上の増加」「認知度の向上」

「他社との交流」と多岐に渡っていた。 

їↄ β∆ʣ ẉ ᵀ›̝ П↓ їↄ

旨がみられた。 

未出店企業に出店希望を確認したところ、出店予定なしであった。 

 

・今後の課題 

新たな出店企業を募る際には、売上の増加、新規顧客の開拓等の経営面への期待に加えて、

地域貢献、他社との交流面でのメリットも訴求していく必要がある。 

健康面・要員不足の理由により、 ᷀ їↄ ᵀ›̝ᴣ їↄ

ᵀ›̝ᴣ ᷂ḢẆ їↄ ▌ӓしていく必要がある。 

 

 

なお、詳細については、後述の企業向けアンケート調査結果を参照いただきたい。 
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7. 現状の総合分析 

 

・品揃え 

  利用者は日頃、しまむらや西友等のスーパーマーケットで買い物をしている方が多い。 

現時点においては買い物難民という状況ではなく、出張商店街に対しては、 ⱪ ᵀᴜ

₡ Ẁӓ 。そのため、出張商店街でしか買えない商品、店主との

会話などї█ᵀↄ Ҙ 必要がある。 

一方、出店者側は、健康面・要員不足の理由により、 ᷀ їↄ ᵀ›̝ᴣ

їↄ 状況である。そのため、 ᵀ›̝ᴣ ᷂ḢẆ їↄ ▌ӓしていく必要が

ある。新たな出店企業を募る際には、売上の増加、新規顧客の開拓等の経営面への期待に加

えて、地域貢献、他社との交流面でのメリットも訴求していく必要がある。 

 

 

・プロモーション／出店場所 

プロモーションは、宣伝用として、チラシ、商工会ホームページ、フェイスブック、告知

看板、宣伝車両による案内、顧客ロイヤルティ向上として、ポット花進呈、スタンプカード

と対応ができている。 

出店場所は、利用者アンケート結果では現状に満足している旨が伺えるが、公共施設等の

集積エリアで行った方がいいのか、̀˗͈ѝ していく必要がある。 

 

 

・開催頻度 

売上向上に向けて開催頻度を再度月２回へ増やす手段もあるが、出店準備・出店当日の負

担を考慮すると、単純に ᷀ їↄ ̱Ѱ σ ↓ ʣ ᶩ と考える。 
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III. 次年度の施策案 

 

1. 施策案 

 売上向上に向けて、次年度は以下の施策を実施することを提言する。 

 

1-1. 固有の品揃え強化に向けた近隣の商工会に対する誘致活動    

利用者ニーズである「特徴ある商品を買う楽しさ」「日常の変化」に応えるため、品揃えの

強化を行う。本来であれば、当商工会会員だけの出店であるべきだが、現状では増店は難し

いため、 ᵀ›̝ ˘Ὗ Ẏ ᾛ ԍ ) ᾍ Ҳ 。 

特に二宮町商工会は、地域資源を最大限活用した ˘Ὗ ὑᴜ を有しており、「二

宮ブランド認定品を出張商店街で買えること」を付加価値として提供していく必要がある。

また、二宮ブランド認定品の中には、出張商店街で要望の多かった惣菜も取り扱っており、

利用者に対して付加価値が高い。 

なお、新たな出店企業を募る際には、売上の増加、新規顧客の開拓等の経営面への期待効

果に加えて、地域貢献や他社との交流といったメリットを訴求していく必要がある。 

 

   

図３．二宮ブランド認定品（例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

せせらぎの茶ごころ 

（芦の屋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

花盛（はなざかり） 塩あり   

（せんべいのわたなべ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

菜の花あんぱん 

（むーにゃん） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

落花生の煮豆 

（有限会社越文） 
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1-2. 開催頻度の向上 

現状の出店数では頻度向上は難しい。そこで、中長期的に、前項の品揃えの強化と連動し、

出店企業を多くすることができれば、開催頻度を ᷀ ᶥ ᶥ σ ↓ Ṕқ

を検討する余地が見込める。具体的には、各出店者の出店頻度は出店スペースや出店準備の

負担をふまえて月１回に留めるかたちとし、 ᶥ ᶥ їↄ ѝ 。このような出

店体制で開催することで、個店の負担は増やさずに開催頻度を増やすことが可能と見込まれ

る。 

 

図４．出店イメージ 

 

 

1-3. 他事例の分析強化とフィードバック 

他エリアの出張商店街の事例研究（現地ヒアリング含む）を強化することで成功要因・失

敗要因を探り、橘商工会の出張商店街の取組みにフィードバックさせる必要がある。 

品揃え、プロモーション内容に加え、出店場所については集積エリア（公共施設、高齢者

施設、老人ホーム等）に見直しを図った方がいいのか、現状の出店形態が良いのか、検証し

ていく必要がある。 

以下、参考までに、他事例（秩父市、富士宮市、秋田市）の取組み概要を紹介する。 

 

① みやのかわ商店街 

・所在地：埼玉県秩父市宮側町 

・人口 ：約 7 万人（秩父市） 

・状況 ：秩父エリアは、埼玉県でトップクラスの高齢化率の高い地域で、約 3 万人が高

齢者であり、このうち約 5 千人が介護認定を受けている。また、郊外への大型

店の出店により、街なかでの買い物が困難になっている。 

・取組み：高齢者施設や山間地域における「買い物がしたくてもできない」買い物弱者対

策として、商店街ごと出張して商品を陳列・販売する「出張商店街楽楽屋（ら

くらくや）」を実施し支援している。出張商店街楽楽屋については、週に 3 度、

高齢者施設や山間地域に出張し、高齢者の方々に非常に喜ばれ、中には下着か

ら衣類全てを購入する高齢者もいる。さらに、施設の備品類もみやのかわ商店

街で購入され商店・商店街のお得意先づくりにつながっている。品揃えは、     

何でも事前に連絡をすれば、いくつかの種類を用意してもらえる様子。買い物

は、現金または楽楽屋専用商品券。 

・その他：2015年がんばる商店街 30選（J- Net21）に選定 

・参考 URL：J- Net21 がんばる商店街 30 選 

http://j - net21.smrj.go.jp/well/g_shoutengai30/entry/09.html  

 現状（月１回開催） 

 

今後（ ᶥ σ） 

出店企業 

（１回目） 

A 社、B 社、C 社、 

D 社、E 社 

A 社、B 社、C 社、 

D 社、E 社 

出店企業 

（2 回目） 

－ F 社、G 社、H 社、 

I 社、J 社 

1 ᶥ їↄ̔ ѝ  



16 

 

みやのかわ商店街振興組合：http://www.miyanokawa.com/torikumi.html  

 

② 富士宮市 

  ・所在地：静岡県富士宮市 

  ・状況 ：富士宮市、富士宮市社協、商店街を代表する店舗の協力で、2014年から交通弱

者の利便性向上や郊外のにぎわい創出、高齢者の見守り活動につなげることを

目的に高齢者向けに実施されていたが、2016年からは子育て層向けにも拡大 

  ・取組み：毎月 1 回程度実施。出店店舗も多い。地域コミュニティエフエム「ラジオエフ」

が取材するなど、パブリシティも充実。 

  ・実施場所：集会場、公民館、区民会館、富士山縄文の里大鹿館など、元々人が集まる場

所で実施 

・出店実績：フジサンマルマルシェ（特産品ョップ）／呉服洋装の大丸／トンボヤ（下着 

など）／近藤商店（佃煮乾物など）／片岡精肉店／藤太郎（和洋菓子）／ ま 

るじゅう（和菓子）／喜代美屋（仏具）／和田とうふ店／魚国（鮮魚）／カ 

フェサロンアリス（パン・洋菓子）／白糸滝養魚場（鱒料理）／ 朝霧みど 

りの家／横関履物店／ミマスヤ種苗店／京極タンス店／村松薬局／スケサ 

ン（化粧品）／ふじさん／ しおから本舗（ちりめん干し）／ハママツヤ／ 

いとくま（衣類雑貨）／ケイネットカンパニー／寺田屋／たこ焼きモリ君 

（平成 27年度実績） 

 

     

③ 通町商店街振興組合 

 ・所在地：秋田県秋田市 

・状況 ：地域住民の高齢化に加え、郊外のショッピングモールに客足が向いていること

への危機感から試験的に始めた。（2016年 7 月～） 

・取組み：近くの老人ホームに出向く「出張商店街」を試験的に始めた。菓子、青果、生

花など７店が出店し、１時間弱の間に２５人ほどが利用した。今後は、今回の

試験実施でわかった品ぞろえなどの問題点を改善し、今後も出張商店街を続け

る方針となっている。 

・参考 URL：河北新報オンライン 

        http://www.kahoku.co.jp/tohokunews/201607/20160728_43002.html  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://www.miyanokawa.com/torikumi.html
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IV. 来場客向けアンケート調査結果 

アンケート分析結果（単純集計） 

1．属性 

性別は、女性が 91.2％と圧倒的に多い。 

アンケート取得場所は、橘団地一般①が最も多く 26.3%、前川 513 が 17.5%と続いている。 

 

【性別】 

 

    

 5 8.8% 

 52 91.2% 

 57 100.0% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【取得場所】 

   

    

 6 10.5% 

513 10 17.5% 

 5 8.8% 

 15 26.3% 

 8 14.0% 

 8 14.0% 

 3 5.3% 

 
2 3.5% 

 57 100.0% 

  

男性, 

8.8%

女性, 

91.2%

１．岩堀商店, 

10.5%

２．前川513, 

17.5%

３．湘南橘団地, 

8.8%
４．橘団地一

般①, 26.3%

５．橘団地一般②, 

14.0%

６．橘団地共同, 

14.0%

７．若葉台団地, 

5.3%

８．さつきが丘団地小竹向山第一公園, 

3.5%
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2. 【質問１】利用の頻度 

利用頻度は、「毎回（毎月）」と「不定期だが繰り返し」で 98.2％を占めており、ᶭὑὖӓ   

しているようである。 

 

 

    

 39 68.4% 

 17 29.8% 

 
1 1.8% 

 57 100.0% 

 

 

 

 

 

 

 

（最も頻度の高い買い物先を 1 つ選択） 

 

 

 

3. 【質問２－１】目的の店舗（１位） 

小森鶏肉店が 49.1％と最も多く、きしストア 24.6%、DESTURE14.0%と続いている。 

満足度は、小森鶏肉店、DESTURE、俺の庵が、「とても満足」「満足」を合わせて 90%を超え

ており、満足度は高い。 

 

 

    

 28 49.1% 

 14 24.6% 

DESTURE 8 14.0% 

 2 3.5% 

 5 8.8% 

 57 100.0% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

毎回（毎月）, 

68.4%

不定期だが

繰り返し, 

29.8%

ほとんど利用しない（今回はたまたま）, 

1.8%

小森鶏肉店, 

49.1%

きしストア, 

24.6%

DESTURE, 

14.0%

俺の庵, 

3.5%

未回答, 8.8%
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＜満足度＞ 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 17 9 2     28 

 2 4 8     14 

DESTURE 6 2       8 

 1 1       2 

 26 16 10 0 0 52 

 

 

 

 

 

＜改善点・要望・その他コメント＞ 

店舗名 コメント 

小森鶏肉店 ・焼き鳥の塩味を毎回入れて欲しい。事前に伝えておかないと、用意  

してくれないため 

・サービスが良い 

・味が良い 

・焼き鳥を楽しみにしている 

・毎回利用している 

きしストア ・野菜があるのは便利 

・鮮度が良くて良いと思っているが、鮮度が悪い時もある。 

DESTURE ・必ず買う 

俺の庵 ・出店すると聞いたので来た 

・初出店と聞いたので、来て買ってみた 

 

 

 

 

60.7%

14.3%

75.0%

50.0%

32.1%

28.6%

25.0%

50.0%

7.1%

57.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小森鶏肉店

きしストア

DESTURE

俺の庵

とても満足 満足 どちらでもない 少し不満 とても不満
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4. 【質問２－２】目的の店舗（２位） 

きしストアと DESTURE が 22.8%と最も多く、小森鶏肉店 19.3%と続いている。 

満足度は、「とても満足」「満足」を合わせて、きしストア 92.3%、DESTURE84.7％である。 

 

 

    

 13 22.8% 

DESTURE 13 22.8% 

 11 19.3% 

 2 3.5% 

 2 3.5% 

 0 0.0% 

 16 28.1% 

 57 100.0% 

 

 

 

 

 

＜満足度＞ 

 
 

 
 

 
 

 

 6 5 2     13 

DESTURE 7 5 1     13 

 5 4 2     11 

   2       2 

 1 1       2 

 13 12 3 0 0 28 

 

 
 

 

 

53.8%

46.2%

45.5%

50.0%

38.5%

38.5%

36.4%

100.0%

50.0%

7.7%

15.4%

18.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

きしストア

DESTURE

小森鶏肉店

松道丸

コモノイドウ

とても満足 満足 どちらでもない 少し不満 とても不満

きしストア, 

22.8%

DESTURE, 

22.8%

小森鶏肉店, 

19.3%

コモノイドウ, 

3.5%

松道丸, 

3.5%

未回答, 

28.1%
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＜改善点・要望・その他コメント＞ 

店舗名 コメント 

きしストア ・品揃えが足りない時がある 

DESTURE 

 

・その日の昼食として良い 

・サービスが良い 

・ほしいパン（ブドウパン）が売り切れの場合がある 

・毎回利用している 

小森鶏肉店 ・焼き鳥の量を増やしてほしい 

コモノイドウ ・自分の好きな（ほしい）商品を売っている 

 

 

 

5. 【質問２－３】購入しない店舗 

未回答が 84.2％と圧倒的に多く、満遍なく全ての店舗で購入しているようである。 

購入しない店舗として、コモノイドウ 10.5%、DESTURE5.3％であるが、これらの店舗は、

生鮮三品（肉・魚・野菜）を取り扱っていないため、購入頻度が低いようである。 

 

    

 6 10.5% 

DESTURE 3 5.3% 

 48 84.2% 

 57 100.0% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜購入しない理由＞ 

店舗名 コメント 

コモノイドウ ・日用品の品揃えのため 

・食料品がほしいから 

・必要性が少ないため 

・特に買うものがないから 

・頻繁に買うものがないから 

 

DESTURE 

 

・価格が高い 

・パンはほとんど食べない 

・塩分を控えているから 

 

コモノ

イドウ, 

10.5%

DESTURE, 

5.3%

未回答, 

84.2%
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6. 【質問３】出店場所 

全員が「今のままでよい」と回答しており、現在の出店場所は利便性が高い。    

 

 

    

 57 100.0% 

 0 0.0% 

 57 100.0% 

 

 

＜他の場所での具体例＞ 

橘北公民館 

 

 

 

 

 

 

 

7. 【質問４】地元の商店で出店して欲しい店舗や業態 

岩堀商店（魚）が 75.0%と圧倒的に多く、秋澤精肉店 18.8％、中田屋精肉店（現在は廃業）

6.3%と続いている。生鮮三品である肉・魚への出店要望が強い。 

 

 

    

 12 75.0% 

 3 18.8% 

 1 6.3% 

 16 100.0% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今のままでよい, 

100.0%

他の場所のほうがよい, 0.0%

岩堀商店, 

75.0%

秋澤精肉店, 

18.8%

中田屋精肉店, 

6.3%
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8. 【質問５】品揃えをしてほしいカテゴリー、商品（複数選択可） 

魚が 39.3%と一番多く、惣菜 19.0%、肉（牛・豚）14.3%と続いている。前項の質問と傾向

は同じである。 

 

    

 33 39.3% 

 16 19.0% 

 12 14.3% 

 5 6.0% 

 2 2.4% 

 2 2.4% 

 2 2.4% 

 1 1.2% 

 0 0.0% 

 0 0.0% 

 0 0.0% 

 0 0.0% 

 0 0.0% 

 11 13.1% 

 84 100.0% 

 

 

＜その他の内訳＞ 

・野菜  

・酒屋 

・さっと食べられるもの 

・お米・豆腐 

・スーパーで買えない商品 

・魚は干物がほしい 

 ・アイスクリーム（夏場のみ） 

 ・スタンド式のコーヒー屋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

魚, 

39.3%

惣菜, 

19.0%

肉（牛・

豚）, 

14.3%
乳製品, 

6.0%

穀物類, 

2.4%

食品調味

料, 2.4%

菓子, 

2.4%

雑誌・書籍, 1.2%

その他, 

13.1%



24 

 

9. 【質問６】販売方法やサービスについての要望・不満など（複数選択可） 

ᴜ ǏǵϹὕǓ 54.8%ǯ ȉẉǖ、 出 店 頻 度 UP が 28.6% と 続 い て い る 。         

出店頻度 UP は、現在の月１回の開催を月 2 回（隔週）に増やして欲しい声が多い。日常の 

買い物自体を出張商店街に依存しておらず、出張商店街には特徴ある商品を買う楽しさや日常

の変化を求めているようである。 

 

 

 

    

 23 54.8% 

UP 12 28.6% 

 1 2.4% 

 2 4.8% 

 0 0.0% 

 4 9.5% 

 42 100.0% 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜出店頻度 UPの内訳＞ 

    

2

 
9 75.0% 

 3 25.0% 

 12 100.0% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜その他の内訳＞ 

・事前にリクエストして予約販売をしてほしい。チラシに販売商品の詳細がほしい。 

・品切れがあるので、たまにはルートを逆にして欲しい。 

・売り切れで商品がないことがある。（２件） 

 

 

品揃えの充実, 

54.8%
出店頻度

UP, 

28.6%

曜日・時間帯

変更, 2.4%

ゆっくり買物したい, 4.8%

その他, 

9.5%

月2回（隔週）で

来て欲しい

75%

未回答

25%
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10. 【その他】アンケート取得時の声 

カテゴリー コメント 

出店・品揃え ・満足はしているが、もう少し活気がほしい。未出店企業が地域全体を考

えて協調すべきでは？ 

・日曜日は外出が多く料理したくないので、すぐ食べられるものは嬉し

い。 

・昼食を買いに来ている。便利だと思う。 

・食事用の食べ物を買いに来ている。 

・昼食用に惣菜がほしい。 

・地元に店がないから、地元の店で出店を増やすのは期待できない。 

・個人ごとに好みが違うと思うし、１回出店してもらうとずっと出店する

ことになるので気が引ける。来るとわかっているから利用する。来れば

必ず利用する。この場で買えないものはスーパーで買って冷蔵／冷凍し

ている。パンはそう言うわけにはいかないのでここで買っている。遠く

から聞こえる音で、思い出して来場している。 

・お刺身をいつも買っていたので、魚屋が来なくなったのは残念。 

・野菜は重たいので、家から近い出張商店街で買いたい。日常はおうちコ

ープをよく利用する。お米など重たいものは買えると便利 

・自分たちで買い物には行けるので品揃えや頻度は現状のままでいい 

・すぐに食べられるものがあると良い。 

・普段から他の場所に買い物に行くので、特に要望はない。今のままで良

いと思う。 

・日常の買い物は、主人と一緒に車で西友・ビックに行っている。 

・西友を利用しており、普段の買い物は困っていない。 

 

出店頻度 ・良いところは、にぎわいや店主・ご近所とのおしゃべりだった。月２回

から月１回になって楽しみが減った。また、あてにして予め買い物を控

えている品物が出店しないと今後あまり来ようと思えなくなる 

・高齢だとしても未だ自分で車を運転して買い物している。もう少し先の

将来になると月２回は必要になると思う。 

・今は日常の買い物に困っていないので今のままでいいと思うが、買い物

に行けなくなったらもっとたくさん来てほしい。 

 

出店エリア ・日曜日の午前中は良いと思う。前川 513 から見て上の道のエリアは、

「来てくれたら買う」、と言っている。 

・自分はまだ買い物に行けるので今のままでよいが、前川地区の坂の上の

方は、「買い物行くのが大変で来てほしい」と言っている人たちがいる 

 

その他 ・現在も、頼めば自宅に宅配してくれるので良い 

・事前注文もできるのは知っているが、忘れてしまうし、そこまでしよう

とも思わない 
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アンケート分析結果【クロス集計（エリア別集計）】 

 全エリアで、リピート利用が多く、固定客化している。 

  「魚」に対する要望は全エリアで強く、特に、橘団地共同、橘団地一般②で強い。 

  品揃えの充実に続き、出店頻度 UP に対する要望が強く、特に橘団地一般①②で強い。 

 

１．利用の頻度 

 

 

 

 

２．目的の店舗（１位） 

 
 

 

5 1 6
6 3 1 10
4 1 5

11 4 15
4 4 8
6 2 8
2 1 3
1 1 2

39 17 1 57

83.3%

60.0%

80.0%

73.3%

50.0%

75.0%

66.7%

50.0%

16.7%

30.0%

20.0%

26.7%

50.0%

25.0%

33.3%

50.0%

0.0%

10.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

513

DESTURE
4 1 1 6
4 2 2 2 10
1 1 2 1 5
8 3 2 1 1 15
5 3 8
2 4 1 1 8
3 3
1 1 2

28 14 8 2 5 57
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３．目的の店舗（２位） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

66.7%

40.0%

20.0%

53.3%

62.5%

25.0%

100.0%

50.0%

16.7%

20.0%

20.0%

20.0%

37.5%

50.0%

0.0%

0.0%

0.0%

20.0%

40.0%

13.3%

0.0%

12.5%

0.0%

50.0%

16.7%

0.0%

0.0%

6.7%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

20.0%

20.0%

6.7%

0.0%

12.5%

0.0%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

513

DESTURE

0.0%

10.0%

40.0%

40.0%

25.0%

12.5%

33.3%

0.0%

83.3%

30.0%

20.0%

6.7%

12.5%

0.0%

33.3%

50.0%

0.0%

30.0%

0.0%

26.7%

25.0%

25.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

12.5%

0.0%

0.0%

50.0%

0.0%

0.0%

0.0%

6.7%

0.0%

12.5%

0.0%

0.0%

16.7%

30.0%

40.0%

20.0%

25.0%

50.0%

33.3%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

513

DESTURE

DESTURE
5 1 6

1 3 3 3 10
2 1 2 5
6 1 4 1 3 15
2 1 2 1 2 8
1 2 1 4 8
1 1 1 3

1 1 2
13 13 11 2 2 16 57
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４．品揃えをしてほしいカテゴリー、商品（複数選択可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．販売方法やサービスについての要望・不満など（複数選択可） 

 

 

 

20.0%

33.3%

27.3%

42.1%

61.5%

75.0%

16.7%

20.0%

10.0%

25.0%

18.2%

21.1%

15.4%

12.5%

16.7%

40.0%

10.0%

16.7%

27.3%

15.8%

7.7%

0.0%

16.7%

20.0%

20.0%

0.0%

0.0%

10.5%

0.0%

12.5%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

9.1%

0.0%

7.7%

0.0%

0.0%

0.0%

10.0%

8.3%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

9.1%

0.0%

0.0%

0.0%

16.7%

0.0%

10.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

20.0%

16.7%

9.1%

10.5%

7.7%

0.0%

33.3%

20.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

513

3 1 4
2 1 3
2 2
6 5 1 12
4 3 1 8
3 2 1 6
2 2
1 1 1 2 5

23 12 1 2 4 42

2 1 1 2 1 1 2 10
4 3 2 1 2 12
3 2 3 1 1 1 11
8 4 3 2 2 19
8 2 1 1 1 13
6 1 1 8
1 1 1 1 2 6
1 2 1 1 5

33 16 12 5 2 2 2 1 11 84



29 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

75.0%

66.7%

100.0%

50.0%

50.0%

50.0%

100.0%

20.0%

0.0%

33.3%

0.0%

41.7%

37.5%

33.3%

0.0%

20.0%

0.0%

0.0%

0.0%

8.3%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

25.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

20.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

12.5%

16.7%

0.0%

40.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

513

UP
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参考 1：当日の出張商店街の状況 

 

１．当日の状況 

天気：快晴 

橘地区の大規模な祭り日 

 

 

２．出店者 

出店者 業種 備考 

小森鶏肉店 大山とり  

DESTURE パン屋  

松道丸 しらす加工品  

コモノイドウ 雑貨  

俺の庵 燻製加工品 初出店 

※きしストアも出店予定であったが、諸事情により今回は未出店 

 

 

３．タイムテーブルおよび場所別の来場者  

時間帯 場所 来場者 ポット花 

07:35 橘商工会議所出発   

07:40- 08:10 １：岩堀商店 6  

08:20- 08:40 ２：前川 513 10  

08:50- 09:05 ３：湘南橘団地 8  

09:10- 09:40 ４：橘団地一般① 17  

09:45- 10:15 ５：橘団地一般② 9  

10:20- 10:50 ６：橘団地共同 11  

10:55- 11:25 ７：若葉台団地 4  

11:25- 11:40 ８：さつきが丘団地小竹向山第一公園 2  

合計  67 60 

 

 

４．購買客数 

61～64名 

（ポット花の受渡数の実績は 60個。一部の購買客３～４名は不要とのことで受け取らず） 
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参考 2：アンケート項目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[άάτ ]    [άάτ ]  

ẇ Ḳ2017  ị 10 ṕ Ṗ     Ḳ     

ẇ  

ểḲ ỄḲ 513 ễḲ ỆḲ ệḲ  

ỈḲ ỉḲ ỊḲ  

 

Ẍ ṕ Ṗ 

ể  

 ẋ ṕ Ṗ  ẋ  ẋ ṕ Ṗ 

 

Ễ  

   ể  ṕ                        Ṗ Ḳệ   Ệ   3   Ễ  ể 

      ṕ                                         Ṗ 

   Ễ  ṕ                        Ṗ Ḳệ   Ệ   3   Ễ  ể 

      ṕ                                         Ṗ 

   ṕ                    Ṗ Ḳệ   Ệ   3   Ễ  ể 

      ṕ                                              Ṗ 

ẑ   ệḲ Ệ: ễ: Ễ: ể:  

 

ễ  

ẋ   

ẋ ṕ Ḳề Ẇ                       Ṗ 

ṕ Ḳ                                   Ṗ 

 

Ệ  

ṕ Ḳ                      Ḳ                       Ṗ 

 

ệ ṕ Ṗ 

 ẋ ṕ Ṗ ẋ ẋ ẋ ẋ ẋ ẋ ẋ  

ẋ ẋ ẋ ẋ ẋ ẋ ṕ            Ṗ 

 

Ỉ ṕ Ṗ 

 ẋ ẋ ẋ ẋ  

ẋ ẋ ṕ          Ṗ  
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V. 企業向けアンケート調査結果   

アンケート分析結果 

 

１．「出張商店街」への出店有無 

「現在出店中」「過去に出店していた」「出店なし」の各企業から回答を得られたが、「現在出

店中」と「過去に出店していた」で 90.0％を占めており、「出店なし」は少ない。 

 

    

 5 50.0% 

 4 40.0% 

 1 10.0% 

 10 100.0% 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．【現在出店中の企業への質問】 

 

出張商店街への参画の理由（複数回答可） 

「地域への貢献」と「新規顧客の開拓」が回答数４件で最も多く、次いで「売上の増加」、「認

知度の向上」、「他社との交流」が回答数３件で続いており、多岐に渡っている。出張商店街は、

売上の増加等のビジネスへの貢献に加えて、地域への貢献・交流に役立っていると考えられる。

（回答対象の企業数＝５社） 

 

 0 1 2 3 4 5

地域への貢献

新規顧客の開拓

売上の増加

認知度の向上

他社との交流

店舗販売と異なる販売形態のノウハウ獲得

ニーズの収集（商品開発などのヒント）

現在出店中, 

50.0%過去に出店していた, 

40.0%

出店無し, 

10.0%
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３．【過去に出店していた企業への質問】 

 

出店をやめた理由（複数回答可） 

「その他」の回答数が最も多く、「準備の負担が大きい」と「メリットを感じない」が続いて

いる。その他の理由は、いずれも健康・体力面に関するものであり、出店者側の高齢化問題が

避けられない状況である。（回答対象の企業数＝４社） 

 

 
 

＜その他の理由＞ 

・店主が病気になり、参加できなくなりました。 

・週１回の休みに出店するのは、体力的にはきつすぎる。 

・健康上の都合。 

 

 

 

商工会からどのような支援があれば再度出店ができるようになるか 

「高齢」と「人員・時間的な余裕のなさ」から、再度の出店は難しい状況である。 

 

＜コメント＞ 

企業名 業種 コメント 

広沢商店 小売業 ・高齢のため、再出店はできません。 

秋澤精肉店 食肉販売業 ・今のところ、従業員もギリギリの人数で、時間的にも出店

できません。 

 

  

0 1 2 3 4 5

準備の負担が大きい

メリットを感じない

設備が不十分

出店の負担が大きい

開催時間帯の都合が合わない

その他
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４．【出店なしの企業への質問】 

 

出店を行っていない理由 

「回答なし」のため、理由は不明である。 

 

 

 

今後の出店希望確認 

「参加する予定なし」である。（回答対象の企業数＝１社） 

 

 

 

 

 

商工会からどのような支援や運営見直しがあれば、より出店を検討できるか。 

「回答なし」のため、支援・運営見直し内容は不明である。 

 

 

 

 

 

 

 

５．【全企業への質問】 

 

要望や改善点 

「業績向上」と「情報発信の強化」の要望・改善が上がっている。 

 

企業名 業種 コメント 

小森鶏肉店 鳥肉卸・小売り ・業績を増やしたい 

コモノイドウ 小売業 ・情報発信の強化 

DESTURE パン ・現状のままで特になし 

 

  

0 1 2 3 4 5

参加したい

説明会希望

頻度やタイミングが合うときだけ参加したい

参加する予定なし
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参考 1：アンケート回答企業 

 

       

1      

2 Desture      

3       

4       

5      

6       

7       

8       

9       

10       
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参考 2：アンケート項目 
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以上 

 

 

 

 

 

 


